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(1)内 容

本単元は、学習指導要領目標 (2)内 容 B(1)に 位置づけられる。児童はこれまでにボ

〒ルや浮き輪など、空気をとじこめた物で遊んだ経験をしてきている。本単元では、これら

の経験をもとに 「空気は圧 し縮められるが水は縮められないこと 「閉 じこめた空気には、弾

性があること」を理解できるようになること」がねらいである。

空気は、私たちの身の回りにたくさんあるが、生活の中で意識することは少ない。

しかし、空気の弾性を利用 したものは、ボールやタイヤなど身近にたくさんある。この単

元では、空気でつぽうをつかつた活動を通 して、空気の持つ重要な特性 (弾性)を 理解する

とともに、空気と水を比較 して調べる中で、気体と液体の性質の違いをとらえさせるように

したい。

(2)児 童の実態

子ともたちは、理科の学習を好んでおり、特に実験や観察への興味や関心が高い。これま

での学習において、予想を立てたり、観察方法を考えたりする中で、科学的な見方や考え方

が少しずつ身についてきている。

生活場面では、ボールや風船を膨らませるといつた経験や体験はしているものの、その特

性についての見方や考え方はまだ十分ではない。本単元では手ごたえを感 じたりかさを実感

させる活動を通 してねらいに迫つていきたい。

(3)指 導にあたつて

本単元で扱う空気について、児童が生活の中で、手ごたえを感 じたり、かさを実感として

とらえたりする機会は少ない。本単元は、平成 14年 度からの学習指導要領で、3学 年から

4学 年に移行 した内容であるが、子どもの実態を考慮 して、まず、導入で空気を閉 じこめて、

空気の弾力やかさを体感する活動を設定 して、全員に十分に空気の存在を体感させたあとで、

空気でっぱうを使つた実験につな ぐようにする。

空気でっぱうで玉を遠 くに飛ばす活動では、夢中になつて中の空気の存在を意識 しないで

いることが多 く見られる。そこで、空気もれでつぽう、空気の少ない短筒でつぼうなど、よ

く飛ばない空気でつぼうを併用させたいと考える。これによって 「どうしたらもつと遠 くヘ

飛ばすことができるか」という問題意識を持たせることができると考える。実験を繰 り返す

うちに、飛ばない原因を考えるようになつたり、空気のもれ、中の空気のかさや圧 し縮める

力の違いに気づ くことにより、よく飛ぶ空気でつぼうへの工夫が生まれるのではないかと考

える。

次に、玉が飛ぶときの、つつの中の空気のかさや、後玉の位置を調べさせる。ここでは、

前玉をおすものが空気であることを理解させる。その後、空気が後玉の力を、棒のようにそ

のまま伝えたか、ぱねのように縮んで伝えたか考えさせる。そこから、空気が縮むかどうか

を調べさせ、空気の弾性を理解させる。この性質を理解させるために、空気でつぱうの前玉

を飛ばないようにして後玉をおさせて、つつの中のかさの変化と手ごたえを感 じとらせる。

さらに、空気と水の性質の違いを理解させるために水でつぽう遊びをさせる。空気でつぽ

うのつつの中に、空気の代わ りに水を入れて、空気のときのようにうまく飛ばないことに気
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づかせる。そこから、水は空気と違い縮まないのではと予想させ注射器を用いた実験で確か

めさせる。

最後に、実際におもちゃをつくつて確かめたり、空気と水の性質の違いをまとめていく。

以上、児童の問題意識を大切にして、解決へ意欲をもつて取 り組めるように教材を工夫じ

ていきたい。また、自分の考えに自信を持ち、学習が学級全体のものになるように発表や実

験 ・観察を全員のものにしていきたい。

3,単 元の目標

(1)空 気を入れた入れ物などを圧 して、空気の存在を確かめ、手ごたえを感 じることがで

きる。

(2)空 気でつぽうをつくつて玉を飛ばし、空気は圧 じ縮めることができるかに問題を持ち、

閉じこめた空気を圧 して調べ、空気のかさと手ごたえの変化を関係づけて考えること

ができる。

(3)水 も圧 し縮めることができるかに問題を持ち、空気と比較 しながら調べ、力を加えた

ときの空気と水の性質について考えることができる。

4 単 元の主な評価規準

評価規準

自然現象への

関心 '意欲 ・態度

閉 じこめた空気や水に力を加えたときの現象に興味 ・関心をもち

進んで空気や水のかさや圧 し返す力の変化を調べようとする。

空気と水の性質を使つてものづくりをしたり、その性質を利用し

た物を見つけたりしようとする。

科学的な思考

・空気や水のかさや圧 し返す力の変化によつて起こる現象とそれぞ

れの性質を関係付けて考えることができる。
白閉じこめた空気や水に力を加えたときの変化を比較 して、それら

の違いを予想することができる。

観察 ・実験の

技能 ・表現

・容器を使つて空気や水の力の変化を調べたり、ものづくりをした

りすることができる。
・空気や水による現象の変化を調べ、記録することができる。

自然現象についての

知識 ・理解

B閉 じこめた空気を圧 し縮めると、かさは小さくなるが、圧 し返す

力は大きくなることを理解する。
口空気は圧 し縮められるが、水圧は圧 し縮められないことを理解す

る。



5 指 導計画 (6時 間)

主な学習活動 評価規準 (観点)[方 法]

第

１

次

　

　

　

３

時

間

1

空気を入れたポリ袋やボール、プラス

テックの入れ物などを圧 して手ごたえ

を感 じる。

空気の入つたポリ袋などを圧 して、空

気の存在を確かめたり、手ごたえを感

じたりすることに興味をもち、進んで

調べようとする。

(関心 '意欲 ・態度)[発 言 ・行動観察]

空気で玉をとぱすことができることに

興味をもち、進んで空気でつぽうをつ

くろうとする。

(関心 ・意欲 ,態度)[発 言 ・行動観察]

玉が遠 くにとぶように、工夫して空気

でつぽうをつくることができる。

(技能 。表現)[行 動観察 ・作品]

2

玉が遠 くにとぷように、工夫 して空気

でっぽうをつくり、玉をとばしてみ

る。

玉がとぶときの、つつの中の空気のか

さや、後玉の位置を観察 し、押 し棒を

押すと、つつの中の空気のかさが小さ

くなつて、玉がとび出すことをまとめ

る。

第

２

次

　

　

１

時

間

1

前時までの学習から、空気は圧 し縮め

られることができるかに問題をもち、

注射器に閉 じこめた空気を圧 して、か

さと手ごたえがどうなるか、調べる。

玉を水中にとばして、圧 し縮められた

空気が前玉をとばしていることを確か

める。

空気は、圧 し縮められてかさが小さく

なるほど、圧 し返す力が大きくなるこ

と、この力で、空気でつぼうの前玉が

とび出すことをまとめる。

注射器に閉じこめた空気を圧 して、カ

の加えかたによるかさと手ごたえの変

化を調べ、結果を記録することができ

る。

(技能 ・表現)[行 動観察 ・記録]

空気は、圧 し縮められるほど、圧 し返

す力が大きくなることと、空気でつぽ

うの前玉がとぶことを関係づけて考え

ることができる。

(科学的な思考)[発 言 ・記録]

第

３

次

　

２

時

間

1

・水も、空気のように圧 しこめられると

かさが小さくなるかに問題をもち、注

射器に開じこめた水を圧 して、かさや

手ごたえがどうなるかを調べ、空気と

くらべる。

B空気と違つて、水は圧 し縮められない

ことをまとめる。

・水は圧 し縮めることができるか、圧 し

たときの手ごたえはどうかを、空気の

場合と比較 して考えることができる。

(科学的な思考)[発 言 ・記録]
・注射器に閉 じこめた水を圧 して、かさ
'や

手ごたえがどうなるかを調べ、結果

を記録することができる。

(技能 口表現)[行 動観察 ・記録]

1

。「考えよう」について考えをまとめた

り、実際におもちゃをつ くつて確かめ

たりする。

。「学習の整理」を行い、空気と水の性質

の違いをまとめる。

口閉じこめた空気を圧 し縮めると、かさ

は小さくなるが、圧 し返す力は大きく

なることを理解する。
日空気は圧 じ縮められるが、水は圧 し

縮められないことを理解する。

(知識 口理解)[発 言 ・記録]



6 本 時の指導

(1)ね らい

水は圧 し縮めることができるか、圧 したときの手ごたえはどうかを、空気の場合と比較

して考え、結果を記録することができる。

(2)評 価

評価規準

(観点)

[方法] おおむね満足

水は圧 し縮めることが

できるか、圧 したとき

の手ごたえはどうか

を、空気の場合と比較

して考えることができ

る。

(科学的な思考)

[発言 ・記録]

空気のかわ りに水

を入れたらどうな

るかを問い、空気

と水をくらべる視

点を与えた上で、

水の性質を考える

よう助言する。

B空気と水について

の自分の経験と関

係づけたり、前時

での空気の実験結

果を想起 したりし

ながら、水は圧 じ

縮めることができ

るかを、予想する

ことができる。

白空気の性質とくら

べながら、閉じこ

めた水を圧 したと

きの性質について

考えることができ

る。

注射器に閉じこめた水

を圧して、かさや手ご

べ、結果を記録するこ

とができる。

(観察 ,実験の技能・表現)

[行動観察 ・記録]

注射器に水を閉じ

こめ、かさや手ご

注射器に水を閉 じ

こめ、かさや手ご

注射器に水を閉じ

こめたり、圧した

るかを、空気のと

きと比較 しながら

調べることができ

る。また、調べた

結果を、空気の性

質と比較 しながら

まとめることがで

きる。

を調べ、結果を記

録することができ

る。

が一緒に行い、実

験結果を空気の性

質とくらべながら

まとめるように、

助言 コ援助する。



(3)展 開

◇支援 ◆ 評価
階
旧

処
ぼ 学習活動 学習への支援と評イ面

つ
か

む

／

見

通

す

１０

分

課題をつかむ ◇前時までの学習を振り返る。

水も、空気と同 じように、おしこめられ と、かさが小さくなるのだろうか。

空気での実験を思い起こしながら、水
の場合だとどうなるか予想する。

◇前時までの、空気の性質の学習について分

かつたことを発表させる。生活経験などを

もとに、水を圧し縮めることができるか考

えさせる。

調

べ

る

　

２５

分

注 じゃ器に、空気と水を半分 ぐ

らいずつ入れて、おしたときの空

気や水の、かさや手 ごたえを調べ

よう。

注射器に、水と空気を半分 ぐらいずつ

入れてピス トンを押 し、空気だけや水

だ|ナのときと、かさや手ごたえをくら
べる。

注 しゃ器にとじこめた水をお して、

かさが小さ くなるか、調べよう。

注射器に水を入れて、ピス トンを押 し

たときのかさの変化や手ごたえを調
べ、記録する。

◇空気と水を半分ずつ入れて圧 した場合、そ

れぞれどのような変化が見られるか考えさ

せる。

◇水のかさは変化せず、空気のかさだ|ナが変

化することをとらえさせる。

◇うまく実験できない子どもには、注射器に

水を閉 じこめたり、圧 したりする操作を一

緒におこない、結果をまとめるように助

言 口援助する。

◇空気と違つて、水は圧 じ縮められないこと

をとらえさせる。

◆注射器に閉 じこめた水を圧して、かさや手

ごたえがどうなるかを調べ、結果を記録す

ることができるか。

[行動観察 ・記録]

ま

と

め

る

　

１０

分

水をおしたときの、せいしつについ

て、空気とくらべてまとめよう。

・結果から分かつたこと、気付いたこと

をまとめる。
・空気の場合とくらべながら、水を圧 し

たときの、水のかさや手ごたえについ

て発表 し、水は圧 し縮められるか話 し

合う。

◎水は、空気とちがつておしちぢめるこ

とができない。
・次時の確認をおこなう。
・グループごとに後片付|ナをおこなう。

◆水は圧 し縮めることができるか、圧 したと

きの手ごたえはどうかを、空気の場合と比

較 して考えることができる。

[発言 ・記録]

◇空気は圧 し縮められるが、水は圧 し縮めら

れないことを、比較 しながらまとめさせ

る。


